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資料編 

○忠岡町立地適正化計画 策定経緯 

日付 項目 内容 

令和元年12月20日 第1回ワークショップ 
・基調講演 

・まちの課題について意見交換 

令和2年2月15日 第2回ワークショップ 
・まちの課題に関するグループディス

カッション 

令和２年３月３日 
第１回忠岡町都市計画マスタープラン及び

忠岡町立地適正化計画策定委員会 

・立地適正化計画の策定に関して、策

定概要や策定フローについて 

・ワークショップの実施について 

令和２年３月３日 令和元年度第１回忠岡町都市計画審議会 

・立地適正化計画の策定に関して、策

定概要や策定フローについて 

・ワークショップの実施について 

令和２年６月 15 日 
第 2 回忠岡町都市計画マスタープラン及び

忠岡町立地適正化計画策定委員会 

・都市構造上の課題、立地適正化の方

針について 

・誘導区域設定の考え方について 

令和２年８月３日 
第３回忠岡町都市計画マスタープラン及び

忠岡町立地適正化計画策定委員会 

・誘導区域設定の考え方について 

・防災指針作成の考え方について 

・忠岡町立地適正化計画（素案）につ

いて 

令和2年10月5日 

～令和3年2月15日 
関係機関協議 ・大阪府との調整（意見照会及び回答） 

令和２年 12 月 23 日 令和 2 年度第 1 回忠岡町都市計画審議会 
・忠岡町立地適正化計画（素案）につ

いて 

令和3年1月12日 

～令和3年2月8日 
パブリックコメント（意見募集）の実施 

・忠岡町立地適正化計画（素案）に関

する意見募集 

令和３年３月２日 令和 2 年度第２回忠岡町都市計画審議会 

・変更点、修正点の確認 

・パブリックコメント実施結果の報告 

・忠岡町立地適正化計画（原案）につ

いて諮問・答申 

令和3年3月31日 忠岡町立地適正化計画の策定及び公表  
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「第 7 章防災指針」の作成に当たっては、本町が都市の防災・減災対策に意欲的に取

り組んでいること、防災に関する関係機関（国、府等）との連携体制が整っていること

等から、令和 2 年 7 月に国土交通省の「防災コンパクト先行モデル都市」の選定を受け

て、国の設置する「コンパクトシティ形成支援チーム」の下部組織である「防災タスク

フォース」との連携、情報共有を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省ウェブサイト 
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忠岡町都市計画審議会 委員名簿 

令和３年３月３１日現在 

構成区分 氏名 所属 

学識経験者 下村  泰彦 大阪府立大学 現代システム科学域 

環境システム学類 環境共生科学課程 教授 

佐久間 康富 和歌山大学 システム工学部 准教授 

町議会議員 和田  善臣  

是枝  綾子  

松井  匡仁  

前川  和也  

河野  隆子  

住民委員 武津  博英  

川崎  幸一郎  

西尾  司  

 

忠岡町都市計画マスタープラン及び忠岡町立地適正化計画策定委員会 委員名簿 

令和３年３月３１日現在 

構成区分 氏名 所属 

学識経験者 下村  泰彦 大阪府立大学 現代システム科学域 

環境システム学類 環境共生科学課程 教授 

佐久間 康富 和歌山大学 システム工学部 准教授 

町議会議員 和田  善臣  

是枝  綾子  

松井  匡仁  

前川  和也  

河野  隆子  

住民委員 武津  博英  

川崎  幸一郎  

西尾  司  

町行政職員 立花  武彦  

谷野  栄二  

二重  幸生  

村田  健次  

柏原  憲一  

東   祥子  

森下  孝之  
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